




甘傭答例）

近世の社会は基本的に男性中心の社会であった。武家や公家に よる政務は男性が独占し，幕

府と朝廷の関係を安定させるために後水尾天皇に入内した和子（東福門院）のように，女性

は，家同士を結びつける役割に限って政治的に利用されることが多かった。支配階層だけで

なく，町人や百姓の家でも男性の墾邑の力が強かった。男性の墾邑だけが村や町の役職に就

く一方で，女性には家督相続ができないなど，その権利が大きく制限されていた。ただし農

村では，一般的に機織りは女性の重要な労働であり，農家の経営は男女がともに支えていた。

マニュファクチュアでも墾墨上業は女性労働者に担われた。女性も手習いをし，貝原益軒の

『女大学』など，女性向け道徳書が普及した。浮世絵の壁ム匪が流行するなど，女性は鑑賞

の対象とされる 一方で，著名になる個人もあらわれた。幕末の社会不安に対して強い自我を
，） 元に，民衆宗教を創り出した中山みきのような女性も登場した。 (399 字






